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エネルギーをテーマとしたサイエンスショー
エネルギーについて子どもの興味・関心を高める

吉村 公孝

平成20年１月に示された中教審答申において，エネルギー・環境問題は，我が国にとって重要な
課題であることが示されており，課題解決のためには，科学的なものの見方や考え方をもつこと
や，様々な体験活動を通して環境に対する関心を培うことが必要であると考えた。
そこで，エネルギー・環境問題について，子どもの興味・関心を高めることをねらいとし 「エ，

ネルギー」をテーマとしたサイエンスショーの構成案を作成した。
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はじめに
エネルギーは，言葉としては日常的に耳にす

るが，子どもが身の回りの事物・現象をエネル
ギーという視点でとらえる機会は少ないと考え
る。そこで，サイエンスショーを通して子ども
のエネルギーへの興味・関心を高めるために，
サイエンスショーの構成案を作成した。
また，構成案を基にしたサイエンスショーを

サッポロファクトリーを会場に開催された『20
08サイエンスパーク』などにおいて実施した。
以下これらの成果と課題について述べる。

１ サイエンスショーの構成について
(1) 構成の視点

エネルギーへの興味・関心を高めるために
は，身近にある様々なエネルギーを体感し，
日常生活とのかかわりを考えさせることが必
要であると考えた。そこで，以下の視点に沿
ってサイエンスショーを構成した。

＝視点＝
①風船や風車など，子どもにとって身近な
素材を用いた実験を取り入れること。

②日常生活の場面と結び付けて説明するな
ど，子どもの生活とのかかわりを重視す
ること。

③子どもがステージ上で実際に体験できる
参加体験型にすること。

④実験を通して現象の原理を理解できるよ
うにすること。

(2) 構成案の作成
視点①～④を基に，次のような構成案を作

成した。
また，作成に当たっては，取り入れた実験

と学校における理科教育の内容の関連が図ら
れるように留意した。

＝ サイエンスショーの構成案＝
エネルギ ○エネルギーの定義について説明

（視点①）ーの定義 する。
・エネルギーは,「仕事をする能
力」であること。

・ 仕事」とは，ものを動かした「
り変形させたりすること。

電気エネ ○手回し発電機を用いて発電した
ル ギ ー 電気で，電子オルゴールを鳴ら

（視点③）す実験を行う。
・電気はつくりだすことができる
こと。

○手回し発電機で発電した電気を
コンデンサーに蓄電する実験を

（視点③）行う。
・電気は蓄えることができるこ
と。

○コンデンサーが日常生活の中で
使われている例を説明する。

（視点②）
・自動車の室内灯など。

燃料電池 ○燃料電池を紹介する。
（視点②）

・燃料電池は水素と酸素を反応さ
せて電気を作り出すものである
こと。

・燃料電池は排出物が水であるた
め環境に優しいと言われている
こと。

○爆鳴器を用いた混合気の爆発実
（視点④）験を行う。

・燃料電池は，水素と酸素を少し
ずつ反応させていること。
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○燃料電池自動車の模型を走らせ
（視点③）る実験を行う。

・燃料電池で走る自動車が実際に
つくられていること。

身のまわ ○ゴムを使ってロケットの模型を
りのエネ とばす実験を行う。

（視点①）ル ギ ー
・身近にあるさまざまなものが，
エネルギーをもっていること

○風船を伸縮させることにより風
船の温度が変化する実験を行

（視点①，③）う。
・ゴムが伸び縮みしたときには，
熱の出入りもあること

○空気砲の実験を行う。
（視点①，③）

・風もエネルギーをもっているこ
と。

自然の中 ○自然の中には，さまざまな種類
のエネル のエネルギーがあることを説明

（視点①）ギー する。
・水や太陽などもエネルギーをも
っていること。

２ 洞爺湖子ども環境サミットでの実施
サイエンスパークに先立って，６月22日

（日 ，洞爺湖町立洞爺湖小学校で開催され）
た洞爺湖子ども環境サミットにおいて，本サ
イエンスショーを実施する機会があった。実
施時間に合わせ，燃料電池の部分のみを実施
した。会場には，多くの子どもが集まり，エ
ネルギーに対する興味・関心を高めていた。
また，保護者の興味・関心も高く，熱心に質
問をする保護者が数多くいた。

３ 2008サイエンスパークでの実施
2008サイエンスパークでの本サイエンスシ

ョーは，平成20年８月５日（火 ，札幌ファ）
クトリーアトリウム会場で行った。会場が広
く，実験のようすが客席から見えにくくなる
可能性があったため，会場の大型液晶ビジョ
ンに実験のようすを映す工夫をした。
サイエンスショーでは，コンデンサーが日

常生活で使われていることについての説明な

ど，自分の生活とのかかわりが感じられる場
面では，うなずきながら説明を聞く姿が見ら
れた。また，手回し発電機や燃料電池を用い
た実験など，ステージ上で実際に体験できる
実験に対する興味・関心が非常に高く，多く
の子どもが積極的に参加した。

４ 成果と課題
(1) 成果

各実験の説明では，真剣に耳を傾け，うな
ずくなど，納得する子どもの表情が見られた。
また、子どもが実験に参加する場面では，数
多くの子どもが積極的に参加し、実験を通し
てエネルギーについて考える姿が見られた。
さらに，サイエンスショーの終了後には，
「エネルギーのことがわかった 「はじめ」，
て知ったことがたくさんあった 「風がエ」，
ネルギーをもっていると考えたことは無かっ
た」などの声を聞くことができた。

(2) 課題
エネルギーに関する技術は，急速に進歩し

ている。子どもたちに，常に新しい情報を提
供することも，興味・関心を高める上で大切
なことであることから，最新の情報を収集し，
本サイエンスショーの内容を常に更新してい
く必要があると考える。

おわりに
持続可能な社会の構築のために，環境に関す

る学習の一層の推進が重視されている。そのた
め，理科においては、子どもの科学への興味・
関心を高めることが重要であると考える。今後
も,科学と子どもの日常生活とのかかわりを重
視したサイエンスショーのあり方について考え
ていきたい。

（よしむら きみたか 初等理科研究室研究員）


